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規

則
（
教
）

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公

布
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
六
号

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
教
育
委
員

会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
九
項
中
「
第
五
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
五
項
第
四
号
」
に
、
「
次
の
各
号

に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
次
の
各
号
」
に
、
「
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
「
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な

い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の

世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
前
項
各
号
」
に
、

「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、
「
第
五
項
第
一

号
又
は
第
二
号
」
を
「
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
の
二
第
九
項
中
「
第
四
項
第
三
号
並
び
に
」
及
び
「
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
」
を
削
り
、
「
消
滅
し
た
」
と
」

の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者

及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
第
五
項
中
「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
第
五
項
中
「
次
の
」
に
、
「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ

る
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
四
項
各
号
」
及
び
「
第
四
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
第
四
項
」
に
改

め
る
。

第
七
条
の
三
第
九
項
中
「
第
五
項
第
三
号
並
び
に
」
及
び
「
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
」
を
削
り
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の

下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及
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び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
第
六
項
中
「
次
の

各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
第
六
項
中
「
次
の
」
に
、
「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ

る
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
五
項
各
号
」
及
び
「
第
五
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
第
五
項
」
に
改

め
る
。

第
二
十
七
条
の
四
第
三
項
中
「
続
柄
」
を
「
続
柄
等
」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
二
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
の
三
中

「□
要
介
護
者
と
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
。

（
消
滅
の
理
由
：

）

を
」

「□
要
介
護
者
と
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
。

（
消
滅
の
理
由
：

）

に
改
め
る
。

□
職
員
が
要
介
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

」

別
記
第
四
号
様
式
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中

「□
被
介
護
者
と
の
親
族
関
係
に
変
更
が
あ
っ
た
。

������

������

」
を

「□
被
介
護
者
と
の
親
族
関
係
に
変
更
が
あ
っ
た
。

������

������

□
職
員
が
被
介
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

に
改
め
る
。

������

������

」

第
六
号
様
式
()表
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
二
第
九
項
で
準
用
す
る
同
条
第
二
項
（
都
立
学

校
等
に
勤
務
す
る
日
勤
講
師
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
六
十
号
。

以
下
「
日
勤
講
師
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
九
条
の
三
及
び
東
京
都
公
立
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
。
以
下

「
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
則
」
と
い
う
。
）
第
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
深
夜
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
則
第
七
条
の
二
第
九
項
で

準
用
す
る
同
条
第
七
項
（
日
勤
講
師
規
則
第
十
九
条
の
三
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
則

第
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
則
第
七
条
の
二

の
二
第
九
項
で
準
用
す
る
同
条
第
一
項
（
日
勤
講
師
規
則
第
十
九
条
の
四
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員

勤
務
時
間
規
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
免
除
に
係

る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
則
第
七
条
の
二
の
二
第
九
項
で
準
用
す
る
同
条
第
六
項
（
日
勤
講
師
規
則

第
十
九
条
の
四
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
則
第
七
条
の
三
第
九
項
で
準
用
す
る
同
条
第
二
項
（
日

勤
講
師
規
則
第
十
九
条
の
五
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
則
第
七
条
の
三

第
九
項
で
準
用
す
る
同
条
第
七
項
（
日
勤
講
師
規
則
第
十
九
条
の
五
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務

時
間
規
則
第
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
並
び
に
改
正
後
の

規
則
第
二
十
七
条
の
四
（
日
勤
講
師
規
則
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

定
す
る
短
期
の
介
護
休
暇
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

３

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
二
年

東
京
都
条
例
第
百
八
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
四
十
五
号
。
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
に
規

定
す
る
介
護
休
暇
及
び
改
正
後
の
条
例
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
介
護
時
間
に
係
る
請
求
等
は
、

改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
及
び
改
正
後
の
規
則
第
二
十
八
条
の
二
（
都
立
学
校
等
に
勤
務
す
る
時

間
講
師
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
四
号
。
）
第
十
九
条
、

日
勤
講
師
規
則
第
二
十
二
条
の
二
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
則
第
二
十
八
条
に
お
い
て
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準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
様
式
（
こ
の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙

で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訓

令
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
十
一
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所

都

立

高

等

学

校

公
立
中
等
教
育
学
校

公
立
特
別
支
援
学
校

公

立

中

学

校

公

立

小

学

校

公
立
義
務
教
育
学
校

公

立

共

同

調

理

場

教
育
関
係
職
員
の
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

削
除

第
十
条
の
二
を
削
る
。

第
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
及
び
車
賃
」
を
「
、
車
賃
及
び
条
例
別
表
第
一
に
定
め
る
旅
行
雑
費
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
条
例
第
十
五
条
第
二
号
に
定
め
る
旅
行
雑
費
又
は
条
例
別
表
第
一
に
定
め

る
旅
行
雑
費
」
を
削
る
。

別
表
第
二

一
の
項
中

「
旅

行

雑

費
」

を
「
旅

行

雑

費
」

に
改
め
る
。

－

公
務
上
の
必
要

に
よ
り
や
む
を
得

ず
負
担
し
た
通
話

料
金
等
の
額

二
分
の
一

－十
分
の
八

別
記
第
二
号
様
式
（
甲
）
中

「旅
行
命
令

権
者
印

決
定
関
与
者
印

」
を
「旅

行
命
令

権
者

決
定
関
与
者

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
、
同
表

（
記
入
注
意
事
項
）
２
中
「押

印
又
は
記
入

」
を
「記

入
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
（
乙
）
中

「旅
行
命
令

権
者
印

決
定
関
与
者
印

」
を
「旅

行
命
令

権
者

決
定
関
与
者

」
に
、
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「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
七
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、
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「

」
を

「

」
に
、

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
第
二
号
様
式
（
甲
）
及
び

第
二
号
様
式
（
乙
）
の
改
正
規
定
並
び
に
別
記
第
七
号
様
式
の
改
正
規
定
（

「

」
を

「

」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
附
則

第
三
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
関
係
職
員
の
旅
費
支
給
規
程
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の

日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

３

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
の
施
行
の
際
、
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
教
育
関
係
職
員
の
旅
費
支
給
規
程
別
記
第
二
号
様
式
（
甲
）
、
第
二
号
様
式

（
乙
）
及
び
第
七
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
教
育
関
係
職
員
の
旅
費
支
給
規
程
別
記
第

四
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な

お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

規

則
（
人
）

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布

す
る
。令

和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
人
事
委
員
会
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◉
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
九
号

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
人
事
委

員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
の
見
出
し
中
「
島
し
よ
」
を
「
島
し
よ
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
退
職
時
の
在

勤
庁
が
存
す
る
一
島
の
区
域
外
か
ら
当
該
区
域
内
に
赴
任
し
た
こ
と
の
な
い
者
」
を
「
次
の
各
号
に
掲

げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

島
し
よ
の
区
域
内
の
在
勤
地
に
お
い
て
退
職
し
た
場
合

退
職
時
の
在
勤
庁
が
存
す
る
一
島
の

区
域
外
か
ら
当
該
区
域
内
に
赴
任
し
た
こ
と
の
な
い
者

二

東
京
都
の
区
域
外
の
在
勤
地
に
お
い
て
退
職
し
た
場
合

退
職
時
の
在
勤
庁
の
近
接
地
以
外
か

ら
当
該
近
接
地
内
に
赴
任
し
た
こ
と
の
な
い
者

第
三
条
の
二
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
旧
在
勤
庁
が
存
す
る
一
島
の
区
域
外

の
本
邦
の
地
域
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
地
域
」
に
改
め
、
同

項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

旧
在
勤
地
が
島
し
よ
の
区
域
内
の
在
勤
地
で
あ
る
場
合

旧
在
勤
庁
が
存
す
る
一
島
の
区
域
外

の
本
邦
の
地
域

二

旧
在
勤
地
が
東
京
都
の
区
域
外
の
在
勤
地
で
あ
る
場
合

旧
在
勤
庁
の
近
接
地
以
外
の
本
邦
の

地
域

第
三
条
の
二
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

条
例
第
三
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
被
災
地
支
援
の
業
務
は
、

東
京
都
の
区
域
外
の
在
勤
庁
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
地
支
援
の
業
務
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
二
項
等
に
よ
る
旅
費
規
則
第

三
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出

発
し
た
旅
行
及
び
同
日
前
に
退
職
し
た
者
が
同
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
九
十
六
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
交
通
局
規
程

第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
二
第
十
項
中
「
第
六
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
六
項
第
四
号
」
に
、
「
配
偶
者
又

は
二
親
等
内
の
親
族
」
を
「
配
偶
者
若
し
く
は
二
親
等
内
の
親
族
又
は
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
に
、

「
並
び
に
第
六
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
及
び
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、
「
次
の

各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
次
の
各
号
」
に
、
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な

い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の

世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
前
項
各
号
」
に
、

「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、
「
第
六
項
第
一

号
又
は
第
二
号
」
を
「
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
の
二
第
十
項
及
び
第
九
条
の
三
第
九
項
中
「
第
五
項
第
三
号
並
び
に
」
及
び
「
中
「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
」
を
削

り
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護

者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を

加
え
、
「
第
六
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
第
六
項
中
「
次
の
」
に
、
「
前
項
第

一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
五
項
各
号
」
及
び
「
第
五
項
第
一
号
又
は
第
二

号
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
中
「
続
柄
」
を
「
続
柄
等
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る

規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
九
条
の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
三
項
（
東

京
都
交
通
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
交
通
局

規
程
第
七
号
。
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
」
と
い
う
。
）
第
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
深
夜
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程
第
九
条

の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
八
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
八
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
程
第
九
条
の
二
の
二
第
十
項
で
準
用

す
る
同
条
第
二
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
免
除
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程
第
九
条
の
二
の
二
第
十
項

で
準
用
す
る
同
条
第
七
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
程
第
九
条
の
三
第
九
項
で
準
用
す
る
同
条
第
二
項

（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

超
過
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程
第
九
条
の
三
第
九
項
で
準
用
す
る
同
条
第
七
項

（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ

る
届
出
並
び
に
改
正
後
の
規
程
第
二
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
短
期
の
介
護
休
暇
、
改
正
後
の
規
程

第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
及
び
改
正
後
の
規
程
第
二
十
七
条
の
二
（
会
計
年
度
任
用
職
員

勤
務
時
間
規
程
第
二
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
介
護
時
間
に
係
る

請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

◉
交
通
局
規
程
第
九
十
七
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
交
通
局
長

内

藤

淳

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年
交
通
局
規
程
第
四
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
旅
行
命
令
権
者
は
、
」
の
下
に
「
内
国
旅
行
（
宿
泊
を
要
し
な
い
場
合
に
限

る
。
）
の
う
ち
近
接
地
内
に
出
張
を
命
じ
る
と
き
又
は
」
を
、
「
記
載
」
の
下
に
「
又
は
記
録
」
を
加

え
る
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条

旅
行
雑
費
の
額
は
、
旅
行
中
に
公
務
上
の
必
要
に
よ
り
や
む
を
得
ず
負
担
し
た
通
話
料
金

等
の
実
費
額
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
規
定
は
、
こ
の

規
程
の
施
行
の
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
二
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
水
道
局
管

理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
二
第
十
項
中
「
第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
」
を
「
前
各
項
」
に
、
「
並
び
に
第
六
項
第
三

号
及
び
第
四
号
」
を
「
及
び
第
六
項
第
四
号
」
に
、
「
配
偶
者
又
は
」
を
「
配
偶
者
若
し
く
は
」
に
改

め
、
「
二
親
等
内
の
親
族
」
の
下
に
「
又
は
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
者
」
を
加
え
、
「
並
び
に
第
六
項

第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
及
び
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
い
う
。
）
に
」
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と
」
の
下
に
「
、
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
」
と
」

を
加
え
、
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
次
の
各
号
」
に
、
「
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
」
を

「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同

居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
、
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）

と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
前
項
各
号
」
に
、

「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
」
を
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、
「
第
六
項
第
一
号

又
は
第
二
号
」
を
「
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
の
二
第
十
項
中
「
第
五
項
第
三
号
並
び
に
」
及
び
「
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
」
と
、
同
項
」
を
削
り
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の

下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及

び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
第
六
項
中
「
次
の

各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
第
六
項
中
「
次
の
」
に
、
「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ

る
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
五
項
各
号
」
を
「
第
五
項
」
に
、
「
第
五
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を

「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
三
第
九
項
中
「
第
五
項
第
三
号
並
び
に
」
を
削
り
、
「
第
五
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ

る
い
ず
れ
か
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
」
と
、
同
項
第
一
号
」
を
「
第
二
項
中

「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
「
消

滅
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該

職
員
の
配
偶
者
及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、

「
第
六
項
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
第
六
項
中
「
次
の
」
に
、
「
前
項
第
一
号
又

は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
五
項
各
号
」
を
「
第
五
項
」
に
、
「
第
五
項
第
一
号
又

は
第
二
号
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
四
第
三
項
中
「
続
柄
」
を
「
続
柄
等
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
二
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
三
中

「□
要
介
護
者
と
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
。

（
消
滅
の
理
由
：

）

を
」

「□
要
介
護
者
と
職
員
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
。

（
消
滅
の
理
由
：

）

に
改
め
る
。

□
職
員
が
要
介
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

」

別
記
第
四
号
様
式
()表
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
の
二
()表
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
中

「□
被
介
護
者
と
の
親
族
関
係
に
変
更
が
あ
っ
た
。

������

������

」
を

「□
被
介
護
者
と
の
親
族
関
係
に
変
更
が
あ
っ
た
。

������

������

□
職
員
が
被
介
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

に
改
め
る
。

������

������

」

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程

（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
三
項
（
東
京

都
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年
水
道
局
管

理
規
程
第
六
号
。
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
」
と
い
う
。
）
第
七
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
深
夜
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程
第
十

一
条
の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
八
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
程
第
十
一
条
の
二
の
二
第
十
項

で
準
用
す
る
同
条
第
二
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
免
除
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程
第
十
一
条
の
二
の
二

第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
七
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
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る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
程
第
十
一
条
の
三
第
九
項
で
準
用
す
る
同

条
第
二
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に

規
定
す
る
超
過
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程
第
十
一
条
の
三
第
九
項
で
準
用
す
る

同
条
第
七
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ
る
届
出
並
び
に
改
正
後
の
規
程
第
三
十
条
の
四
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程

第
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
短
期
の
介
護
休
暇
、
改
正
後
の
規

程
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
四
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
改
正
後
の
規
程
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
す
る
介
護
時
間
（
会

計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
係
る
請
求

等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
様
式
（
こ
の
規
程
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、

現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

訓

令
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
訓
令
第
八
号

局

内

一

般

各

事

業

所

東
京
都
水
道
局
処
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
水
道
局
訓
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
水
道
局
長

浜

佳
葉
子

第
六
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
出
張
命
令
）

第
六
十
九
条

職
員
の
出
張
命
令
は
、
旅
行
命
令
簿
（
第
二
十
一
号
様
式
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
宿
泊
料
を
伴
う
非
即
日
帰
庁
の
出
張
命
令
に
つ
い
て
は
、
局
長
が
別
に
定
め
る
。

別
記
第
二
十
一
号
様
式
中

「

」
を

「

」
に
、
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「
決
定
印

日
用
務
内
容

を

決
定

権
者

関
与
者

本
人

」

「

決
定

日
用
務
内
容

に
改
め
る
。

決
定

権
者

関
与
者

」

別
記
第
二
十
一
号
様
式
の
二
及
び
第
二
十
一
号
様
式
の
三
を
削
る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
八
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
下

水
道
局
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
二
第
十
項
中
「
第
六
項
第
三
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
六
項
第
四
号
」
に
、
「
配
偶
者

又
は
」
を
「
配
偶
者
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
二
親
等
内
の
親
族
」
の
下
に
「
又
は
同
一
の
世
帯
に
属

す
る
者
」
を
加
え
、
「
第
六
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、

「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
次
の
各
号
」
に
、
「
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」

を
「
「
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子

と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除

く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
前
項
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
前

項
各
号
」
に
、
「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
、

「
第
六
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
第
六
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
の
二
第
十
項
中
「
第
五
項
第
三
号
並
び
に
」
及
び
「
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
」
を
削
り
、
「
消
滅
し
た
」

と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配

偶
者
及
び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
第
六
項
中

「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
第
六
項
中
「
次
の
」
に
、
「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
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掲
げ
る
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
五
項
各
号
」
及
び
「
第
五
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
第
五
項
」

に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
三
第
十
項
中
「
第
六
項
第
三
号
並
び
に
」
及
び
「
中
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か

の
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
」
と
、
同
項
」
を
削
り
、
「
消
滅
し
た
」
と
」
の

下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
子
と
同
居
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
要
介
護
者
（
当
該
職
員
の
配
偶
者
及

び
二
親
等
内
の
親
族
を
除
く
。
）
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
」
と
」
を
加
え
、
「
第
七
項
中
「
次
の

各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
」
を
「
第
七
項
中
「
次
の
」
に
、
「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ

る
」
を
「
前
項
」
に
、
「
第
六
項
各
号
」
及
び
「
第
六
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
第
六
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
条
の
四
第
三
項
中
「
続
柄
」
を
「
続
柄
等
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「続

柄
」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
号
様
式
中

「□
要
介
護
者
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
。

（
消
滅
の
理
由
：

）

を
」

「□
要
介
護
者
と
の
親
族
関
係
が
消
滅
し
た
。

（
消
滅
の
理
由
：

）

に
改
め
る
。

□
職
員
が
要
介
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

」

別
記
第
三
号
様
式
()表
中
「続

柄

」
を
「続
柄
等

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
号
様
式
中

「□
被
介
護
者
と
の
親
族
関
係
に
変
更
が
あ
っ
た
。

������

������

」
を

「□
被
介
護
者
と
の
親
族
関
係
に
変
更
が
あ
っ
た
。

������

������

□
職
員
が
被
介
護
者
と
同
一
の
世
帯
に
属
さ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

に
、

������

������

」

「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

第
五
号
様
式
()表
中
「続

柄

」
を
「続

柄
等

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す

る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
三
項

（
東
京
都
下
水
道
局
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
七
年

東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
七
号
。
以
下
「
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
」
と
い
う
。
）

第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
深
夜
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び

改
正
後
の
規
程
第
十
一
条
の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
八
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間

規
程
第
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
程
第
十
一

条
の
二
の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
二
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
九
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
免
除
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程

第
十
一
条
の
二
の
二
第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
七
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
、
改
正
後
の
規
程
第
十
一
条
の
三
第

十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
二
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
の
制
限
に
係
る
請
求
及
び
改
正
後
の
規
程
第
十
一
条
の
三

第
十
項
で
準
用
す
る
同
条
第
八
項
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
十
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
並
び
に
改
正
後
の
規
程
第
三
十
条
の
四
に
規
定
す
る
短
期

の
介
護
休
暇
、
改
正
後
の
規
程
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
介
護
休
暇
及
び
改
正
後
の
規
程
第
三
十
一

条
の
二
（
会
計
年
度
任
用
職
員
勤
務
時
間
規
程
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
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に
規
定
す
る
介
護
時
間
の
請
求
等
は
、
こ
の
規
程
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
様
式
（
こ
の
規
程
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る

用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
四
十
九
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
三
日

東
京
都
下
水
道
局
長

和
賀
井

克

夫

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
年
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
五

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
四
項
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、
」
の
下
に
「
内
国
旅
行
（
宿
泊
を
要
し
な
い
場
合
に
限

る
。
）
の
う
ち
近
接
地
内
に
出
張
を
命
じ
る
と
き
又
は
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
七
項
中
「
旅
行
中
の
日
数
に
応
じ
一
日
当
た
り
の
定
額
」
を
「
出
張
（
外
国
旅
行
に
お
け

る
近
接
地
外
の
出
張
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
実
費
額
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
又
は
旅
行
雑
費
」
を
削
る
。

第
十
条
中
「
、
旅
行
雑
費
」
を
削
る
。

第
十
三
条
第
二
号
中
「
引
き
続
く
五
時
間
以
上
の
旅
行
で
、
在
勤
庁
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
場
合
に
は
、
二
百
円
の
額
の
」
を
「
別
表
第
一
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
の
定
額
」
を
「
に
規
定
す
る
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削

る
。第

二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条

削
除

第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
」
を
削
り
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」

に
改
め
、
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
二
項
中
「
旅
行
雑
費
」
と
あ
る
の
は
「
日
当
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」
を
削
り
、
同
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え

る
。

３

鉄
道
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
又
は
水
路
若
し
く
は
陸
路
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
旅
行
の
場
合

に
お
け
る
日
当
の
額
は
、
公
務
上
の
必
要
又
は
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
宿
泊
し
た

場
合
を
除
く
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に

よ
る
。

４

鉄
道
、
水
路
又
は
陸
路
に
わ
た
る
旅
行
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
も
っ
て
水
路
又

は
陸
路
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
み
な
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

別
表
第
一
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
「
（
一
日
に
つ
き
）
」
を
削
り
、

「
一
、
一
〇
〇
円
」
を
「
公
務
上
の
必
要
に
よ
り
や
む
を
得
ず
負
担
し
た
通
話
料
金
等
の
額
」
に
改
め

る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
規
程
の
規
定
は
、
こ

の
規
程
の
施
行
の
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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